『維摩経玄疏』訳注（５） by 菅野 博史 & Hiroshi KANNO








































































































戒縁何事制。阿毘曇中応以相求，不以次第」（T28, no. 1546, p. 2, a13-16）を参照。
6　 『法華』に云わく，「小乗の三蔵に貪著する学者」　『法華経』巻第五，安楽行品，「亦
不親近　増上慢人　貪著小乗　三蔵学者　破戒比丘　名字羅漢　及比丘尼　好戯笑
者　深著五欲　求現滅度　諸優婆夷　皆勿親近」（T09, no. 262, p. 37, b23-27）を参照。






















































菩薩説」（T25, no. 1509, p. 310, c13-14），同，巻第七十二，「有人言，般若有二種。一
者唯与大菩薩説。二者三乗共説」（同前，p. 564, a21-22），同，巻第百，「復次如先説，
般若有二種。一者共声聞説。二者但為十方住十地大菩薩説，非九住所聞。何況新発
意者」（同前，no. 1708, p. 754, b22-25）を参照。
14　『不思議経』　『華厳経』を指す。『法華玄義釈籖』巻第九，「若大論中指華厳経名不
思議経，当知並是随翻訳者取名各別，其義不殊」（T33, no. 1717, p. 880, c29-p. 881, 
a1），『仁王経疏』巻第六，「智度論云，心行処滅，言語道断。大般若云，心言路絶，

















































車軸雨海余地不堪。為上根性説円満修多羅。二乗如聾如瘂」（T46, no. 1911, p. 2, c18-
19），『四教義』巻第一，「華厳経云，為説円満修多羅」（同前，no, 1929, p. 723, c7）
を参照。
23　此の経は「一念に一切法を知るは，即ち是れ道場に坐す」を明かす　『維摩経』巻
第上，菩薩品，「一念知一切法是道場。成就一切智故」（T14, no. 475, p. 543, a4-5）を
参照。
24　『大品経』具足品に云わく，「一心に万行を具す」　『大品般若経』巻第二十五には




随形好」（同前，p. 386, c26-p. 387, a2）を参照。『大智度論』には，「一心具万行品」
という表現が出る（T25, no. 1509, p. 670, b24）。
25　『法華経』に云わく，「合掌し敬心を以て，具足の道を聞かんと欲す」　『法華経』
方便品，「諸天龍神等　其数如恒沙　求仏諸菩薩　大数有八万　又諸万億国　転輪聖
王至　合掌以敬心　欲聞具足道」（T09, no. 262, p. 6, c3-6）を参照。
26　『涅槃経』に云わく，「是の大涅槃を，諸仏の法界と名づく」　『涅槃経』巻第四，四





三相，生因縁住，住因縁滅」（T25, no. 1509, p. 260, b17-24）を参照。



















亦可得説」（T12, no. 375, p. 733, c9-12）を参照。
29　『大涅槃経』に四番に四諦の法輪を転ずるを明かす　『法華玄義』巻第二下にも，「四
種四諦者，一生滅，二無生滅，三無量，四無作。其義出涅槃聖行品。約偏円事理分





p. 849, c27-p. 850, a2）を参照。
30　『法華経』に「三草二木は一地に生ずる所なり」と明かす　『法華経』薬草喩品，「雖
一地所生，一雨所潤，而諸草木各有差別」（T09, no. 262, p. 19, b5-6）を参照。
31　『中論』に諸の異執を破し既くす。「因縁所生」の四句を説いて，仏の四説に通ず
るは，即ち是れ四教の意なり　『四教義』巻第一には，「中論破諸異執既訖，復説因





























士為幻人説法」（T14, no. 475, p. 540, a18-19）を参照。
37　点定　底本の「点空」を改める。『四教義』巻第一，「若達此意，四教点定立義」（T46, 






no. 1716, p. 801, b11-15） を参照。































若自受其法，自法供養，自法修行，他法不受，不供養，為作過失」（T25, no. 1509, p. 
61, a28-b4）を参照。また，『三論玄義』，「二者学大乗者，名方広道人。執於邪空，















































似与此所明三蔵教有空二門相参，猶闕昆勒門及非有非空両門也」（T46, no. 1929, p. 
724, c16-18）とあるように，「与」がある方が読みやすい。「昆勒門」は，亦有亦空
門に該当する。























身寺自軌法師大乗是人為立号，以重其所習，故美之称為大乗」（T33, no. 1717, p. 951, 
b7-9），希迪『五教章集成記』巻第一，「五護身法師。義苑曰，護身寺名。師諱自軌。






円宗。余四宗如前。即是耆闍凛師所用」（T33, no. 1716, p. 801, b11-21）を参照。
50　四教に猶お十一門有りて 四教の十六門のうち，蔵教の有門・空門，通教の有門，
別教の有門，円教の有門を除いたもの。
























































































































































衍説第一義道。我今欲聞説声聞法入第一義道」（T30, no. 1564, p. 36, b18-19）を参照。
63　珠　底本の「殊」を，『再校維摩玄義』，『四教義』巻第二，「乃是如意珠論，非唾









複四仮・具足四仮」（T46, no. 1911, p. 63, a4-5），『大乗玄論』巻第五，「仮乃衆多。略
明四種。一因縁，二随縁，三就縁，四対縁」（T45, no. 1853, p. 71, c24-25）を参照。





















心諦故，我説一切法不出三諦」（T08, no. 245, p. 829, b27-29）を参照。
67　『大涅槃経』に云わく，「凡夫とは有，二乗とは無，諸仏菩薩は不有不無なり」　『南
本涅槃経』巻第十二，聖行品，「如出世人之所知者，名第一義諦。世人知者，名為世



























































































即是仏義。常者是法身義。酪者是涅槃義。浄者是法義」（T12, no. 375, p. 617, a18-24）
を参照。

























no. 276, p. 386, a29-b2）を参照。
73　『法華経』に説く，「二万億……正直に方便を捨てて，但だ無上道を説く』」　『法華



















不二法門」（T14, no. 475, p. 551, c20-24）を参照。
